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1. 完成図等作成の留意点

2



１）本要領に基づき作成するデータ（成果物）
①完成平⾯図

⇒完成形状（最終形）を⽰した平⾯図（属性データ有り）

②完成縦断図
⇒完成形状（最終形）を⽰した縦断図

③道路施設基本データ
⇒道路施設の諸元等を取りまとめた⼯事施設帳票の電⼦データ

☆CADで作成するデータのフォーマットは、
「SXF（Ver.3.x）のP21形式」仕様
「 SXF（P2Z）形式」は対象としません

※ 上記①②を除く、その他の完成図類（位置図､横断図､構造図､詳細
図・・・）は、従来どおり、｢CAD製図基準｣に則り作成します。

1. 完成図等作成の留意点
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２）本要領を適⽤する⼯事
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1. 完成図等作成の留意点
【要領 P.10-11】

・道路⼯事完成図等作成要領：P10〜11「適⽤⼯事」
・H28.4.8事務連絡「道路⼯事完成図の整備に関する対応について」：1.適⽤⼯事

事業区分
（レベル0）

⼯事区分
（レベル1）

完成図 道路施設
基本データ平⾯図 縦断図 横断図 構造図 構造

詳細図
⽤地

丈量図

道路新設・改築

道路改良 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
舗装 ● ● ○ ○ ○ － ●
橋梁上部⼯
（鋼・コンクリート） ○ － － ○ ○ － ●

橋梁下部⼯ － － － ○ ○ ○ ●
トンネル（NATM・⽮板）
地下横断歩道・地下駐⾞場
シェッド（コンクリート・鋼製）

○ － － ○ ○ ○ ●

共同溝・
電線共同溝

共同溝・電線共同溝
情報ボックス ●※1 ●※1 － ○ ○ ○ ●

道路維持修繕・
雪寒

道路維持 － － － － － － ●※2

道路修繕 ●※3 ●※3 ○ ○ ○ － ●
雪寒 ○ － － ○ ○ － ●

（凡例） ●：本要領に基づく完成図等の作成、電⼦納品が必須
○：⼟⽊⼯事共通仕様書に準じ受発注者間と事前協議の上で電⼦化の範囲等を決定（発注図書において標準的と思われる図⾯）
－：⼟⽊⼯事共通仕様書に準じ受発注者間と事前協議の上で電⼦化の範囲等を決定（発注図書において参考的と思われる図⾯）

（注意） ※1：新⼟⽊⼯事積算体系のレベル２⼯種で「舗装⼯」を含まない共同溝、電線共同溝、情報ボックス⼯事については、平⾯図および縦断図を
作成する必要はない。また、「舗装⼯」を含む⼯事であっても、仮復旧および道路の⼀部舗装のみを⾏う⼯事については平⾯図および
縦断図を作成する必要はない。

※2：除草、除雪および清掃等、道路施設に変更を加えない道路維持⼯事については⼯事施設帳票を作成する必要はない。
※3：新⼟⽊⼯事積算体系のレベル２⼯種で「舗装⼯」を含まない道路修繕⼯事については平⾯図および縦断図を作成する必要はない。

また、「舗装⼯」を含む⼯事であっても、管内全域で⾏う簡易な道路修繕⼯事（⼩規模な⽋損部補修作業等）については平⾯図および
縦断図を作成する必要はない。

舗装⼯を含まない⼯事は対象外

1区間の本線表層の舗装⾯積が100m2以下の簡易な⼯事を除く

舗装⼯を含む
改良⼯事

(仮舗装を除く)



 ⼟⽊⼯事共通仕様書
⇒適⽤⼯事である場合、本要領に基づいて電⼦成果品を作成すること

が明記されています。
 特記仕様書

⇒本要領を適⽤する⼯事であっても特記仕様書に明記されてない場合
もあり。⼯事開始前に発注者-受注者間で確認が必要です。

 作成時に準拠する基準・要領
「道路⼯事完成図等作成要領（第2版）平成20年12⽉」
「CAD製図基準 平成28年3⽉」

 納品時に準拠する要領
「⼯事完成図書の電⼦納品等要領 平成28年3⽉」

３）関連する基準・要領・仕様

5

1. 完成図等作成の留意点

★事前協議で発注者-受注者間での内容確認が重要



2. 完成平⾯図の作成⽅法
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2. 完成平⾯図の作成⽅法
１）受発注者間における事前確認・準備

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性入力
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



１）受発注者間における事前確認・準備
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2. 完成平⾯図の作成⽅法

①作成範囲【要領 P.13】

②発注図の形式【要領 P.42】

③距離標と測量成果【要領 P.15，P.35】
・（確認）距離標（２点以上）に関する情報
・（確認）追加の測量作業の有無
・（借⽤）距離標の座標値や⾼さ等の情報 [発注者→受注者]

受発注者間で、特に下記の内容を確認してください。



⼯事終点⼯事起点

 延⻑⽅向は⼯事起点〜⼯事終点の間
作成範囲

3.0kp 4.0kp延⻑⽅向

横断⽅向
⾃転⾞

歩⾏⾞道 ⾞線 ⾞線 停⾞帯 植樹帯 ⾃転⾞道 歩道

路肩

法⾯ 法⾯

作成範囲

施⼯範囲

管理境界 管理境界

作成

作成

【要領 P.13】① 作成範囲

作成

施⼯範囲

 横断⽅向は管理境界〜管理境界の間
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



作成範囲
管理境界

管理境界
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① 作成範囲（例：舗装⼯事） 【要領 P.13】

施⼯範囲

2. 完成平⾯図の作成⽅法

作成範囲＝施⼯範囲とは限りません



★発注図の形式によらず、本要領に基づくCADデータ （SXF(Ver3.x）P21形式） を作成し納品

② 発注図の形式
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【要領 P.42】

貸与される発注図の形式 受注者の作業
１ 本要領に準じて整備された

CADデータ
• 地物データおよび属性項⽬についての修正作業

２ 本要領に準じていないCAD 
データ

• 本要領で定める地物データの作成およびレイヤ分
類作業

• 必要に応じ距離標測量作業（距離標計測、座標等
属性⼊⼒）

３ 紙図⾯ 2の他に以下の作業が必要
• 本要領で定める地物データの作成に必要な電⼦化

作業（スキャン、トレース作業）
• SXF形式への変換作業

2. 完成平⾯図の作成⽅法

 発注者は、本要領に従ったCADデータを発注図として受注者に貸与
して下さい。

 受注者は、借⽤データを基に完成平⾯図を作成して下さい。
※発注者が本要領に従った形式で発注図を貸与できない場合、発注者はこれに

代わる発注図を貸与し、受注者は本要領に従ったCADデータを新規に作成します。



 道路基準点案内システム
⇒発注者は、道路基準点案内システムから距離標データをダウンロードし、受注

者へ貸与してください。

 距離標データ取得画⾯
（発注者⽤でログイン）

➂ 距離標と測量成果（距離標データの取得サイト）
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2. 完成平⾯図の作成⽅法

発注者
⼊⼝

http://www.road-refpoint.jp/

⼀般⼊⼝

 発注者⽤の画⾯では距離標
の位置図が表⽰されます。

 受注者へは、位置図を含め
て距離標データを貸与して
ください。

監督職員（発注者）の皆様
属性情報

現地写真

位置図
（発注者⽤ログインから
でしか閲覧できません）



2. 完成平⾯図の作成⽅法
2）ファイルの確認

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性入力
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



① 成果ファイルの形式
 ファイル形式：SXF形式（CAD製図基準に準拠）

図形に属性を付与できるSXF Ver.3.xの利⽤。
→現時点では、Ver.3.1を推奨

図形ファイル：P21形式（拡張⼦.P21）
属性ファイル：SAF形式（拡張⼦.SAF）

【要領 P.22，P.59】

SXF Ver.3.x

.P21 .ｓｆｃ
or

.dwg .jww

.SAF
＋

図形SXFﾃﾞｰﾀ

属性XMLﾃﾞｰﾀ
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2. 完成平⾯図の作成⽅法

★ SXF(P2Z）形式は対象としません



② ファイル単位

１⼯事１ファイルで作成（基本）
作成例（接合後）

【要領 P.23】

★例外として、工区が不連続な場合は、複数ファイルに分割
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2. 完成平⾯図の作成⽅法

複数の発注図にまたがる⼯事範囲を集約・接合



2. 完成平⾯図の作成⽅法
3）図⾯の準備

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性入力
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



【要領 P.24】① 作図の考え⽅

 全ての図形を⼀つの部分図に実⼨で作図
 ⽤紙には縮尺を与え、回転して貼付け

部分図

原⼨で作図

部分図を配置
（縮尺:1/1000
または1/500 ）

⽤紙

回転・
縮小

X

Y

用紙座標系

Y
部分図の座標系
（測地座標系）

X
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2. 完成平⾯図の作成⽅法

完成平⾯図



② 座標設定
 座標系は世界測地系の平⾯直⾓座標系⇒ 19の系

【要領 P.25】

世界測地系と⽇本測地系の違いは･･･
世界測地系 ： 測量法改正(H14年4⽉)から運⽤
⽇本測地系 ： 世界基準から400ｍ前後のズレ在り！

⇒発注図が⽇本測地系ならば座標変換が必要

◆系番号情報の⼊⼿：
“測量成果電⼦納品「業務管理項⽬」境界座標⼊⼒⽀援サービス”

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/index.html
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◆変換プログラムの⼊⼿：Web版 “TKY2JGD”
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/tky2jgd/main.html

〇
×

2. 完成平⾯図の作成⽅法



 測地座標系と数学座標系
○測地座標系 ：Ｘは南北⽅向、Ｙは東⻄⽅向

⇒測地座標系を選択する。
△数学座標系 ：Ｘは東⻄⽅向、Ｙは南北⽅向

⇒数学座標系のみのＣＡＤソフトでは南北⽅向をY軸に設定する。
（※道路⼯事完成図等チェックプログラムでは【確認】となります）

【要領 P.3，P.6, P.25】
【補⾜】SXFで設定できる座標系の種類は･･･

（補⾜）数学座標系での⼊⼒例
 座標成果の値を⼊替えて⼊⼒（設定する）

座標値（Ｘ＝-12345.678 Y=-50000.000）の座標値とすると
測地座標系 ： （Ｘ＝-12345.678 Y=-50000.000）
数学座標系 ： （Ｘ＝-50000.000 Y=-12345.678）
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



1914

8

7
10

11 13
12

17

15

16

1
2 4

3
5

6
9

【補⾜】平⾯直⾓座標系

http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/patchjgd/download/Help/jpc/jpcmap1_19.htm を利用して作成した。
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（北海道開発局）
系番号 適用区域

11 小樽市 函館市 伊達市 胆振支庁管
内のうち有珠郡及び虻田郡 檜山支庁
管内 後志支庁管内 渡島支庁管内

12 札幌市 旭川市 稚内市 留萌市 美唄
市 夕張市 岩見沢市 苫小牧市 室蘭
市 士別市 名寄市 芦別市 赤平市
三笠市 滝川市 砂川市 江別市 千歳
市 歌志内市 深川市 紋別市 富良野
市 登別市 恵庭市 北広島市 石狩市
石狩支庁管内 網走支庁管内のうち紋
別郡 上川支庁管内 宗谷支庁管内
日高支庁管内 胆振支庁管内（有珠郡
及び虻田郡を除く。) 空知支庁管内
留萌支庁管内

13 北見市 帯広市 釧路市 網走市 根室
市 根室支庁管内 釧路支庁管内 網
走支庁管内（紋別郡を除く。) 十勝支庁
管内

12

11

13
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（東北地⽅整備局）
系番号 適用区域

9 福島県

10 青森県

秋田県

山形県

岩手県

宮城県

10

9
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（関東地⽅整備局）
系番号 適用区域

8 長野県

山梨県

9 東京都（一部離島を除く)

栃木県

茨城県

埼玉県

千葉県

群馬県

神奈川県

14, 
18,19

東京都（一部離島）

8
9
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（北陸地⽅整備局）
系番号 適用区域

7 石川県

富山県

8 新潟県

7

8
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（中部地⽅整備局）

系番号 適用区域

6 三重県

7 岐阜県

愛知県

8 長野県

静岡県 6

7
8
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（近畿地⽅整備局）

系番号 適用区域

5 兵庫県

6 京都府

大阪府

福井県

滋賀県

奈良県

和歌山県

5
6
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（中国地⽅整備局）

系番号 適用区域

3 山口県

島根県

広島県

5 鳥取県

岡山県

5

3
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（四国地⽅整備局）

系番号 適用区域

4 香川県

愛媛県

徳島県

高知県

4
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（九州地⽅整備局）

系番号 適用区域

1 長崎県

鹿児島県（一部離島）

2 福岡県

佐賀県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県（一部離島を除く）

21
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



平⾯直⾓座標系（沖縄総合事務局）
系番号 適用区域

15 沖縄県（東経126度から東、かつ東経130度から西の区域 ）

16 沖縄県（東経126度から西の区域 ）

17 沖縄県（東経130度から東の区域 ）

15
16

17

沖縄諸島など

先島諸島など 大東諸島
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



2. 完成平⾯図の作成⽅法
4）レイヤの作成

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性の入力
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



① 取得地物（作成データ項⽬）
完成平⾯図は30種類の地物（要領 巻末資料１参照）

【要領 P.26-27】

【構造物系地物】
橋梁、トンネル、法⾯、擁壁
・・・橋梁

横断歩道停⽌線 区画線

【付属物系地物】
停⽌線、横断歩道、区画線・・・

★道路面地物に付属物系と構造物系が重なるイメージ

【要領 巻末資料１】

【基準系地物】
距離標、測点、道路中⼼線・・・

歩道部
島

⾞道部⾞道交差部 【 道路⾯地物 】
⾞道部、⾞道交差部、歩道部、島
・・・
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2. 完成平⾯図の作成⽅法



 1つのレイヤに1種類の地物データを格納

地物名称 レイヤ名
図形要素

備 考
⾯ 線 点

道路中⼼線 C-BMK ● CAD製図基準と同じ
距離標 C-BMK-BMKZ-KMPOST ●

管理区域界 C-BMK-BMKZ-BOUNDARY ●

測点 C-BMK-BMKZ-STATION ●

道
路
⾯
地
物

⾞道部 C-STR-STRZ-ROADWAY ● 道路⾯を構成する地物
(隣接する⾯データの境界

形状⼀致が必要)⾞道交差部 C-STR-STRZ-CROSSING ●

踏切道 C-STR-STRZ-
RAILROADCROSS ●

島 C-STR-STRZ-ISLAND ●

歩道部 C-STR-STRZ-SIDEWALK ●

・・・・ ・・・・

植栽 C-STR-STRZ-PLANT ● 道路⾯以外を構成する地物
(隣接する⾯データの形状
⼀致は必要としない)・・・・ ・・・・

ﾄﾝﾈﾙ C-STR-STRZ-TUNNEL ●

【要領 P.31-32】② レイヤ分類

33

2. 完成平⾯図の作成⽅法

本
要
領
独
⾃
の
レ
イ
ヤ
名
称



2. 完成平⾯図の作成⽅法
5）図形の作成

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性の入力

34

2. 完成平⾯図の作成⽅法



 将来の維持管理での利⽤を考慮し、完成形状で作成
 設計変更が⽣じた場合、変更前部分をすべて消去。

（⾒え消しにしない）
 旗上げは、設計変更後の最終形状、⼨法、施⼯延⻑等を記載。

発 注 図（或いは､従来の完成図） 完 成 平 ⾯ 図

【要領 P.14】① 図形の作成のポイント

35

2. 完成平⾯図の作成⽅法



図形要素 作図ルール

点データ ・位置座標（x，y）1点のみを持つデータ。
・点の表⽰は□印⼜は○印、地物別に指定⾊。

線データ
・直線および円弧を利⽤。
・楕円弧、スプラインは折線に変換が必要。
・線種と線の太さは任意、地物別に指定⾊。

⾯データ ・領域を塗りつぶすハッチングで作成。
・地物別に指定⾊。

 作図は「CAD製図基準」に準拠

【要領 P.28】② 図形の種類と作図ルール

★OCF検定（道路基盤地図情報交換属性セット検定）の
合格CADであれば自動的に設定されます。

36

2. 完成平⾯図の作成⽅法



同⼀地物でも属性値が異なる場合は区分して作成

C-STR-STRZ-ISLAND
島

工区

今回の施工対象箇所

C-STR-STRZ-SIDEWALK

歩道部

C-STR-STRZ-ROADWAY

車道部
（過去の施工箇所）

車道部
（今回の施工対象箇所）

【要領 P.33】③ 図形データ単位

《道路⾯地物》
隣同⼠の隙間や
重なりは厳禁

37

2. 完成平⾯図の作成⽅法

（例）

属性値（設置⽇=⼯期完
了⽇）が異なる



2. 完成平⾯図の作成⽅法
6）属性の⼊⼒

1）受発注者間における事前確認・準備

2）ファイルの確認

3）図面の準備

4）レイヤの作成

5）図形の作成

6）属性の入力

38

2. 完成平⾯図の作成⽅法



地物名 ⼊⼒する属性項⽬

距離標
設置⽇（＝⼯事完了⽇） ､路線番号､
現旧区分､上下区分､接頭⽂字､距離程､種別､
緯度、経度､⾼さ［間近の鋲天⾼］

測 点
設置⽇（＝⼯事完了⽇）､測点番号､
追加距離､⾼さ［測点の路⾯⾼］､
横断勾配(左)､横断勾配(右)

上記２地物を除く
28地物 設置⽇（＝⼯事完了⽇）

【要領 P.34】

39

① ⼊⼒する属性項⽬
2. 完成平⾯図の作成⽅法



② 距離標

■印の点データ
[緑⾊]

【要領 P.15，P.35】

★新設工事で距離標が未設置の場合、測点で代用可
（同位置に距離標と測点をレイヤ別に表示）

40

２点以上の距離標を記載
★図面の歪み等を補正する際の基準になります

 距離標の緯度・経度，⾼さ（T.P.）に、貸与される道路基準点属性情報
（計測値）をそのまま⼊⼒。

 未計測または2点に満たない場合、区間外の間近の距離標を利⽤、または、
⼯事の中で100ｍ標を測量して使⽤ ⇒【監督職員との協議】

2. 完成平⾯図の作成⽅法



③ 測点

 道路中⼼線上に測点を記載＝貸与される縦断図
の情報（路⾯⾼、勾配等）を属性に⼊⼒

【要領 P.17，P.36-38】

★縦断図の貸与が無い場合、属性入力値が不明な場合
⇒出来形測量の結果を代用

点データ
は○印
で 緑⾊

41

2. 完成平⾯図の作成⽅法



④ ⾼さ・横断勾配属性の⼊⼒
 ⾼さ

縦断図から計画路⾯⾼
（T.P.）を取得し、⾼さを⼊⼒

⇒左右の計画路⾯⾼が異な
る場合は平均値を⼊⼒

【要領 P.36-38】

左右の計画路⾯⾼が異なる場合の取得位置

⾞道

中央分離帯(島)
右側左側

右側計画路⾯⾼
左側計画路⾯⾼

CL

⾼さ属性を
⼊⼒する

測点の位置

 横断勾配
縦断図から横断勾配を取得し、⼯

事起点から終点に向い､左側を横断
勾配（左）､ 右側を横断勾配
（右）に⼊⼒。
道路中央から外側へ下る場合は
「ー」、その逆勾配は「＋」の符号
を勾配値に付す。 ⼀⽅向単路の場合の勾配

CL

左側 右側

⾞道

-2.0%
+2.0%

42

2. 完成平⾯図の作成⽅法



点データの作成例 【距離標】

43

OCF検定（道路基盤地図情報交換属性セット検定）合
格のCADソフトでの操作イメージ

③各種属性値
を入力

①距離標レイヤを
自動的に作成

②距離標位置に
点を描画

2. 完成平⾯図の作成⽅法



点データ

道路中心線

管理区域界

面データ

区画線

停止線

斜面対策工（線）

線データ

OK キャンセル

2006 10 31

地物名

共 通

区画線

設置日

線データの作成例 【区画線】

44

③属性値（設置日）
を入力

①区画線レイヤを
自動的に作成

②区画線を描画

OCF検定（道路基盤地図情報交換属性セット検定）合
格のCADソフトでの操作イメージ

2. 完成平⾯図の作成⽅法



点データ

車道部

車道交差部

踏切道

島

路面電車停留所

線データ 面データ

歩道部

自転車駐車場

植栽

横断歩道

横断歩道橋

地下横断歩道

建築物

橋脚

盛土法面

切土法面

擁壁

ボックスカルバート

シェッド

シェルター

橋梁

トンネル

斜面対策工（面）

自転車駐車場

⾯データの作成例 【⾞道部】

45

③属性値（設置日）
を入力

①車道部レイヤを
自動的に作成

②車道部の領域を
選択しハッチング

OCF検定（道路基盤地図情報交換属性セット検定）合
格のCADソフトでの操作イメージ

2. 完成平⾯図の作成⽅法



3. 完成縦断図の作成⽅法

46



1）完成縦断図の作成内容

項 ⽬ 内 容 備 考

作成範囲 ・⼯事起点から⼯事終点
・道路中⼼線での縦断構造 ―

ファイル
形 式

SXF形式 （Ver.3.xまたは
Ver.2.0） 標準はVer.3.x

取得対象
項 ⽬

測点番号、追加距離、路⾯⾼、
横断勾配（左）及び(右) を記載

・縦断図情報利⽤
・測点属性の５項⽬と対応

属性⼊⼒ な し ―

【要領 P.18，P.43-45】

 発注者から貸与される縦断図情報の利⽤が基本
 データ作成は「CAD製図基準」に従う

★縦断図情報がない場合、不足する場合は出来形
測量の結果を利用（測点対応の5項目は必須）

47

3. 完成縦断図の作成⽅法



測点番号

追加距離

路⾯⾼

横断勾配(右)
横断勾配(左)

縮尺はH=1/1,000､V=1/200または
H=1/500､V=1/100

【要領 P.43-45】

48

3. 完成縦断図の作成⽅法

2）完成縦断図の作成イメージ



4. 道路施設基本データの作成⽅法

49



1）作成するデータ（橋梁の事例） 【要領 P.47】

２）道路施設⼀般図 ３）現況写真

50

橋梁全体 （A）
上部⼯

径間

（B） （C）

（D） （E） （F）

4. 道路施設基本データの作成⽅法

4）道路施設基本データ位置図

１：橋梁の全体基本情報 (A)
２：上部工情報 (B) (C)
３：径間情報 (D) (E) (F)
その他９種の詳細情報

（.JPG） （.PDF）（.JPG or .P21）

１）道路施設基本データ詳細情報

（.CSV）

 道路施設基本データは４つのデータで構成



2）道路施設基本データの作成
 Webサイトから作成ツール、記⼊シート、作成マニュアル、

利⽤マニュアルをダウンロードした上で、作成する。

51

4. 道路施設基本データの作成⽅法

◆作成ツール及び利⽤マニュアル等の⼊⼿先：
“道路⼯事完成図等作成⽀援サイト→｢道路施設基本データ｣”

http://www.nilim-cdrw.jp/rd_tool.html
 道路施設基本データ作成システム(Ver.1.0.2)
 道路施設基本データ作成システム利⽤マニュアル
※記⼊シート（道路施設台帳） ※新規に作成する場合に使⽤

作成内容・運⽤⽅法は、各地⽅整備局（道路部道路管理課等）へお問い合わせください。



5. 成果品の作成、チェックおよび納品

52



OTHRS05.DTD

INDE_C05.DTD

1）電⼦成果品の構成

.P21 .SAF＋

※台帳データがある場合は、REGISTERフォルダへ格納する。
※地質・⼟質のデータがある場合は、BORINGフォルダに格納する。53

5. 成果品の作成、チェックおよび納品
【要領 P.59-66】

DRAWINGFフォルダ

 電⼦成果品の構成は、「⼯事完成図書の電⼦納品等要領」（平成28年3⽉
改定）に準拠します。

１）完成平⾯図の関連ファイル
①図形SXFデータ（拡張⼦ .P21）
②属性XMLデータ（拡張⼦ .SAF)
③ラスタ地形図TIFFデータ（拡張⼦ .TIF)
④図⾯管理ファイル（DRAWINGF.XML)

２）完成縦断図の関連ファイル
①図形SXFデータ（拡張⼦ .P21）
②図⾯管理ファイル（ DRAWINGF.XML ）

３）道路施設基本データの関連ファイル
①詳細情報データ（拡張⼦ .CSV）
②施設⼀般図データ（拡張⼦ .JPG or .P21)
③現況写真データ（拡張⼦ .JPG)
④位置図データ（拡張⼦ .PDF)
⑤データ管理ファイル（ORG999.XML)

ORG999フォルダ

成果品格納イメージ

★ SXF(P2Z）形式は対象としません



〇完成平⾯図
• レイヤ分類，作図⽅法，座
標設定 など

〇道路施設基本データ
• ⼊⼒項⽬数，⼊⼒値など

・・・

 電⼦納品チェックシステム：電⼦納品成果全体のチェック。(緑⾊)
 道路⼯事完成図等チェックプログラム：対象データの内容をチェック。(⻘⾊)

道路⼯事完成図等
チェックプログラム
Ver.3.0.3

• ファイル・フォルダ名
• フォルダ構成
• 管理ファイルの記⼊項⽬
• CADファイルのレイヤ名

・・・

OTHRS05.DTD

INDE_C05.DTD

2）電⼦成果品のチェック

54

電⼦納品チェックシス
テムVer.10.0

電⼦納品成果品

5. 成果品の作成、チェックおよび納品

詳細は資料3を参照



3）チェック⽅法および結果記録

ﾁｪｯｸ対象
チェックの⽅法および結果の提出

チェック⽅法 適⽤根拠 提 出 （出⼒資料）

完成平⾯図

チェックプログラム 本要領 結果ログ

⽬視等 本要領 ｢完成平⾯図｣チェック結果記録
(様式2)

CAD等による印刷 本要領 完成平⾯図の印刷物

完成縦断図
⽬視等 CAD製図基準 ※提出なし
CAD等による印刷 本要領 完成縦断図の印刷物

道路施設基本データ
チェックプログラム 本要領 結果ログ
⽬視等
(本要領記載項⽬) 本要領 ※提出なし

本要領関連成果物全
般 ⽬視等 本要領 チェック結果記録(様式1)

【要領 P.67-72】

納品・監督職員による確認へ

55

受注者によるチェック

合格

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



4）道路⼯事完成図等チェックプログラムによるチェック

道路⼯事完成図⽀援サイトから道路⼯事完成図等
チェックプログラムをダウンロードして、チェッ
クする。

最終提出⽤データ（全データの最終チェック）の
合格が納品前に必須。

【要領 P.67-68】

56

【エラー】0件
で合格

受注者の皆様

道路⼯事完成図等チェックプログラム 全データの最終チェックの結果ログ

5. 成果品の作成、チェックおよび納品

★個別データのチェックで合格（エラー０件）となっていても、全データの最終
チェックで合格（エラー０件）となっていなければ納品できません。



【補⾜】結果ログの判断基準

【エラー】について
① 必ず０件で有ることが納品の必須条件
② エラーが０件になるまで修正してください

【確認】について
【確認】の記載内容について再確認⇒判断が必要
「再確認の結果」

 エラーである （問題あり）⇒必ず修正してください
 エラーではない（問題なし）⇒修正せずに提出
※ランプや⽴体交差箇所では【確認】が出やすい。
※【確認】の内容を説明できるようにしておく。

【要領 P.67-68】

57

受注者の皆様

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



【補⾜】結果ログの判断基準

58

＜注意＞
結果ログに次のいずれかのコメントがある場

合、作成した電⼦成果品に完成平⾯図または道
路施設基本データが存在していない状態です。

成果物の格納忘れ、作成忘れがないか確認し
てください。

【チェックを中断しました】
【チェックを⾏いませんでした】

受注者の皆様

詳細は資料３
P.48〜P51
を参照

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



5）⽬視等によるチェック（完成平⾯図の場合）

チェック項⽬ 対 象 内 容 ﾁｪｯｸ
結果

データの過不⾜

距離標
• 作成範囲に存在する距離標をすべて点データ

として作成しているか？
• 作成範囲に存在する･･･、2点確保しているか？

○

施⼯対象地物
• 線ﾃﾞｰﾀ（道路中⼼線･･･）を全て作成している

か？
• ⾯ﾃﾞｰﾀ（⾞道部･･･）を全て作成しているか？

○

施⼯対象外地物
• 線ﾃﾞｰﾀ（道路管理境界等）を全て作成している

か？
・・・

・・・

図形の正確性 ・・・ ・・・ ・・・

属性の
正確性

地物名 ・・・ ・・・ ・・・
属性値 ・・・ ・・・ ・・・

 “データの過不⾜”、“内容の正確性”をチェック。
「完成平⾯図」チェック結果記録（様式2）に記録。

【要領 P.67-69】

59

受注者の皆様

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



図⾯の印刷は、OCF検定（道路基盤地図情報交換属性セット検
定）に合格したソフトウェアを使⽤します。道路⼯事完成図等
作成⽀援サイトに記載したOCFのリンク先で確認できます。フ
リーのビューアもあります。
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6）印刷するソフトウェアについて

道路⼯事完成図等⽀援サイト
http://www.nilim-cdrw.jp/index.html

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



【要領 P.71-72】

61

【補⾜】正しい印刷のイメージ

図⾯ファイル名（例：C1PL001Z.P21）
＋ OCF 検定（道路基盤地図情報交換属性セット検定）
に合格したCAD名またはビューア名

をフッターに必ず明記してください（必須です）

受注者の皆様

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



7）監督職員による成果品の確認 【要領 P.71-76】
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 受注者は以下の出⼒資料を監督職員に提出。
① チェック結果記録（様式1）
② 「完成平⾯図」チェック結果記録（様式2）
③ チェックプログラム結果ログ＝合格したもの
④ 出図した完成平⾯図
⑤ 出図した完成縦断図

 監督職員は上記① 〜 ③に基づき、④と⑤の描画・記載内容
を確認。
 完成平⾯図の出図は、 OCF 検定（道路基盤地図情報交換属性セット

検定）に合格したCADソフトウェアまたはビューアで印刷したことを
⽰すフッターの印字があることを確認して下さい。

受注者の皆様

監督職員（発注者）の皆様

5. 成果品の作成、チェックおよび納品



【参考】 完成平⾯図作成ソフトウェア
（OCF検定合格ソフトウェアの紹介）
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1）OCFとOCF検定
 メンバーは主に建設系のCADベンダー22社。
 設⽴は1998年。CALS/ECとともに歩んできました。
 おもな事業は、「OCF検定」と「SXF技術者検定試験」。
 OCF検定は、市販ソフトウェアが電⼦納品等の標準に準拠している

かをチェックしています。

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

64

【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



2）道路基盤地図情報交換属性セット検定
 機能
 操作性
 属性セット準拠のSXFファイルの正確な⼊出⼒

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

操作性ガイドライン（例）
 “C-BMK”等の⽂字列をその都度⼊⼒させてはならず、コンボボッ

クス等からの選択⼊⼒が可能な⽅式であること。
 “C-BMK”等の実際のレイヤ名だけではなく、“図形名称”も同時に

表⽰されること。
 RGB 値をその都度指定させてはならず、選択⼊⼒が可能な⽅式で

あること。
 “図形名称”は選択⼊⼒が可能な⽅式であること。
 線分の折線化では、対象となる線分や折線を⼀つ⼀つ指定するよう

な⽅法は認めない。
・・・

ファイル⼊出⼒だけでなく、
データ作成に必須の機能も含まれます。
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【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



3）対象地物の作図･属性⼊⼒
 対象地物を選択して、点・線・⾯の情報を簡単作図
 複雑なレイヤ分けや属性⼊⼒も簡単操作で可能

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

対象地物を選択して、
点・線・⾯の情報を簡単作図

レイヤ分けも⾃動

設置⽇などの属性も
簡単登録

作図
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【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



4）緯度経度の情報も簡単に取得可能
 測地座標系と平⾯直⾓座標系(19系)と図⾯上の位置から

緯度経度を⾃動変換
 緯度経度からの距離標配置も可能で「よくある距離標位

置の誤り」を防ぎます。

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

図⾯に設定した測地座標と図
⾯上の位置、平⾯直⾓座標系

から緯度経度変換

緯度経度から距離標を
図⾯上に配置も可能
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【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



5）⾯領域分割機能で道路⾯地物を簡単分割
 境界線を選択するだけで、⾯領域を簡単に分割できます。
 道路⾯地物を分割することで「よくある⾯データの重な

り・離れの誤り」を防⽌できます。
 もちろん⾯領域の合成もできます。

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

境界線① 境界線②

境界線を選択するだけで、⾯領域を簡単分割
（⾯の接合部のエラー発⽣を防げます）

例）⾞道と⾞道交差点部を分割 68

【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



6）事前チェックで⼿戻り防⽌
 道路⼯事完成図作成ソフトのチェック機能を使⽤すると、完成図をチェッ

クしながら作成できるため、「道路⼯事完成図等チェックプログラム」の
エラーによる⼿戻りを防ぎます。※

※「道路⼯事完成図等チェックプログラム」の確認は必須です。

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

整合チェック
境界線重複チェック
微⼩要素検出 等

不整合
なし

不整合
あり
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【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



7）⽬視確認機能で簡単チェック
 「⾯領域着⾊表⽰」「図形名称表⽰」「図形検索」等の

機能で完成平⾯図の⽬視確認が容易にできます。

【OCF合格ソフトウェアの紹介】

属性データの⼀覧表から、図⾯
上の要素を検索可能。

属性情報の⼊⼒内容も⼀括確認

「⾯領域着⾊表⽰」「図形名称表
⽰」機能で作成者もデータを受け

取る側も簡単チェック可能
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【参考】完成平⾯図作成ソフトウェア



おわり

ご清聴ありがとうございました
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